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令和４年度 資料 

 

第１学年  国語科学習指導案 

      令和○年○月○○日（ ）○校時 

                                指導者  仙台市立○○中学校 

     教諭 ○○ ○○○ 

場 所  ○年 ○組 教室 

 

１ 題材名   聞き手を意識して話す 

        「新たに知った言葉を紹介する」（Ａ 話すこと・聞くこと） 

 

 

 

２ 題材の目標 

（１）事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き 
語彙を豊かにすることができる。                  〔知識及び技能〕(1)ウ 

 

 

 

 

（２）目的や場面に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討す 

ることができる。                    〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(1)ア 

（３）相手の反応を踏まえながら，自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(1)ウ 

（４）言葉がもつ価値に気付くとともに，進んで読書をし，我が国の言語文化を大切にして，思いや考え 

を伝え合おうとする。                     「学びに向かう力，人間性等」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本題材で取り上げる言語活動 

  新たに知った言葉を紹介する。（関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ(２)ア） 

 

 

 

 

 

 

・言語活動は，資質・能力を育成するための手段である。 

・上記で設定した題材の目標を実現するために適した言語活動を，言語活動例を参考にして位置付け

る。関連する言語活動例を（ ）で示す。 

・〔主体的に学習に取り組む態度〕の評価において，「粘り強さ」や「自らの学習の調整」を見取ること

ができるような言語活動を設定する。 

（１） 言葉の特徴や使い方に関する事項 

（２） 情報の扱い方に関する事項 

（３） 我が国の言語文化に関する事項 のいずれかの事項を示す。 

Ａ 話すこと・聞くこと 

Ｂ 書くこと 

Ｃ 読むこと  のいずれかの領域を示し，指導事項を確認する。 

・学習指導要領の３領域の指導事項は，一つの題材につき１～２に重点化することが望ましい。 

・学習指導要領のどの指導事項を受けた目標なのかを末尾に記述する。 

・題材を踏まえ，指導事項そのまま，またはその一部を記載する。 

・〔知識及び技能〕と〔思考力，判断力，表現力等〕については，指導事項の文末を「～できる。」

として示す。 

・「学びに向かう力，人間性等」については，いずれの題材においても当該学年の学年の目標であ

る「言葉がもつ～伝え合おうとする。」までを示す。 

国語科指導案（中学校）の書き方例 

※     部分は解説及び注意事項 
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４ 題材の評価規準  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜以下の四つの内容を全て含める＞ 

○ 「粘り強さ」の側面 

○ 粘り強さを発揮してほしい内容（中心となる指導事項） 

○ 「自らの学習を調整しようとする」側面 

○ 自らの学習の調整が必要となる具体的な言語活動 

※言語活動そのものを評価するのではない。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①事象や行為，心情を表す語句の量

を増すとともに，話や文章の中で使

うことを通して，語感を磨き語彙を

豊かにしている。（(1)ウ） 

 

 

※指導事項の一部を用いた例 

①「話すこと・聞くこと」におい

て，目的や場面に応じて，日常生活

の中から話題を決め，集めた材料を

整理し，伝え合う内容を検討してい

る。（Ａ(1)ア） 

②「話すこと・聞くこと」におい

て，相手の反応を踏まえながら，自

分の考えが分かりやすく伝わるよう

に表現を工夫している。（Ａ(1)ウ） 

①積極的に集めた材料を整理し，

学習の見通しをもって紹介しよう

としている。 

 

〈主体的に学習に取り組む態度〉 

の文言例 

積極的に 

集めた材料を整理し 

学習の見通しをもって 

紹介しようとしている。 

・「思考・判断・表現」については，指導し評価する領

域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）

が明確になるように，指導事項の冒頭に，指導する一

領域を「（領域名）において」と明記する。 

・文末を「～している」とする。 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

(1)ウ 事象や行為，心情を表 

す語句の量を増すとともに，語 

句の辞書的な意味と文脈上の意 

味との関係に注意して話や文章 

の中で使うことを通して，語感 

を磨き語彙を豊かにすること。 

Ａ(1)ア 目的や場面に応じて，日常 

生活の中から話題を決め，集めた 

材料を整理し，伝え合う内容を検 

討すること。 

Ａ(1)ウ 相手の反応を踏まえなが

ら，自分の考えが分かりやすく伝

わるように表現を工夫すること。 

 

 

（学習指導要領の指導事項） 

文末を「～している」とする。 

指導事項そのまま，またはその一部を

用いて作成する。一部を用いた場合

は，一年間を通して，当該学年に示さ

れた指導事項を身に付けることができ

るように指導することに留意。 

・本題材で育成する資質・能

力と言語活動に応じて作成

する。具体的には， 

→知識及び技能を獲得した

り，思考力，判断力，表現

力等を身に付けたりするこ

とに向けた粘り強い取組を

行おうとする側面 

→上記の取組を行う中で，自

らの学習を調整しようとす

る側面の双方を適切に評価

するため，それらが必要と

なる具体的な言語活動を考

えて授業を構想し，評価規

準を設定することが大切で

ある。 

・文末を「～しようとしてい

る」とする。 

題材の目標と，題材の評価規準は対応する。 

挙手の回数やノートをとっているかなど，性格や行動の傾向は「主

体的に学習に取り組む態度」の評価対象ではないことに留意！ 

国語科の内容には，「学

びに向かう力，人間性

等」に係る指導事項は

示されていない。その

ため，当該学年目標(3)

を基に作成する。 
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５ 題材について 

（１） 題材観 

 

 

 

（２）生徒観（生徒の実態） 

 
 
 
 

 

（３）指導観 

 

 

 

 

６ 指導と評価の計画（５時間扱い 本時２／５） 

※題材の目標，題材の評価規準を踏まえ，評価場面や評価方法等を計画する。 

※記録に残す評価を計画的に行う。 

時 主な学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ ○学習のねらいや進め方をつ

かみ，学習の見通しをも

つ。 

○どのような言葉を集めるの

か，集めた言葉をどのよう

に活用するのかについて確

認する。〔グループで共有〕 

 

・新たに知った言葉を紹介するスピ

ーチを２分程度で行うことを知ら

せる。 

・初めて知った言葉や，聞いたこと

はあるが意味がよく分からない言

葉，自分も使いたいと思った言葉

など，以下の例を参考にして集め

る言葉のイメージを持たせる。 

（例）・新聞や雑誌，読んだ本等から 

   ・テレビや日常会話等から 

   ・国語科や他教科の授業から 

 

２ 

本 

 

時 

○スピーチの目的や相手等を

考え，話す材料として集め

た言葉を整理する。 

○スピーチの構想メモを書

く。 

・集めた言葉を，活用場面や品詞な

ど目的に合った項目に分類させ

る。 

・スピーチの目的や場面，相手など

にふさわしい言葉を考えさせる。 

［思・判・表］① 

・紹介する言葉やその

言葉に関するエピソ

ードを，目的や場

面，相手などを考え

て整理しているかを

確認。 

（ノート） 

 

［主］① 

・練習を通して相手に

伝わるような表現の工

夫を考え，発表会に間

に合うように選んだ言

葉を紹介しようとして

いるかを確認。 

（観察・ノート） 

３ ○話し方の工夫について話し

合う。 

 

・「相手の反応を踏まえながら」表現

を工夫することを特に意識させ

る。 

・小学校で学習した話し方の工夫に

ついて想起させる。 

・相手の反応を踏まえて話すにはど

のようなことに気を付ければよい

かを確認させる。 

（例）・繰り返す ・問いかける 

 ・話題を変える ・声量 

 ・間の取り方 ・表情や身振り 

 ・相手の興味関心を引く話題の選

・これまでの国語科の授業での実態を振り返ったり，本題材に関わる調査を基に生徒の実態を記述したり

する。 

・同系統の既習事項でどのような学習を行い，どのような言葉の力が身に付いたのか，また身に付いてい

ない言葉の力はどのような力かを記述する。 

「主な学習活動」は生徒主体で， 

「指導上の留意点」は教師主体で書く。 

本題材の指導事項に

基づく指導をしてい

ない段階では，記録

に残す評価を行わな

い時間も有り得る。 

評価時期と評価方法

を明確にする。 

その上で，まとめて

評価をすることも有

り得る。 

・題材のもつ価値や内容，題材の解釈，題材の目標を達成するために，この題材のどのようなところが適

しているのか，などを記述する。 

・(１)題材観，(２)生徒観を受けて，具体的な指導上の工夫，支援の方法など具体的に記述する。 

・目標達成に向けて，どのような言語活動をどのように取り入れるかを記述する。 

・校内研究等のテーマと関連があるときは，それについても記述する（別に項立てしてもよい）。 

「第○次」として指

導の段階のまとまり

を表すこともある。 
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択 

 ・効果的な表現 など 

４ ○スピーチの練習を行う。 

 

 

 

 

○相手の立場に立って確認し

たり，友達にアドバイスを求

めたりしながら，必要に応じ

て内容やスピーチの仕方を修

正する。 

・ノートには，話の構成や要点，話

し方の工夫などを記入させ，読み

上げるための原稿にならないよう

に指導する。 

・タブレットでスピーチの様子を撮

影し，自分自身でその様子を確認

できるようにしておく。 

・動画は友達に見せてアドバイスを

もらう場合にも有効であることを

伝え，効果的に活用させる。 

５ ○スピーチの発表会を行う。 ・ホワイトボードを用意し，話し手

が自由に使用できるようにしてお

く。 

［思・判・表］② 

・実際のスピーチにおい

て 

 

７ 本時の指導 

（１） ねらい 

・目的や場面，相手などを考えて，話す材料を整理しながらスピーチの内容を検討し，紹介する言葉 

を決めることができる。 

 

 

（２）  指導過程（２時間／５時間） 

段

階 

主な学習活動 主な発問と指示 

予想される生徒の反応 

指導上の留意点 

評価規準（評価方法） 

導

入 

１ 本時の学習のねらいと見通し 

を確認する。 

 

 

１ 前時の内容を想起させ，本時

の見通しをもたせる。 

 

 

展

開 

２ 話す材料として集めた言葉を 

整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 初めて知った言葉や，聞いた 

ことはあるが意味がよく分から 

ない言葉，自分も使いたいと思 

った言葉など，活用場面や品詞 

など目的に合った項目に分類さ 

せる。 

（予想される生徒の反応） 

・教科書「花曇りの向こう」か 

ら，「花○○」という言葉を集め 

た。 

・新聞を読んでいて，片仮名表記 

 が多いことに気付いたので，片 

仮名で表された言葉を集めた。 

日本語で表現した方が分かりや 

すい言葉と，片仮名の方が，意 

味が伝わりやすい言葉に分類し 

た。 

・「…だろう」「…である」「…はず

だ」など文末の表現を集めた。 

・言葉を選ぶ際には，ス 

ピーチの目的や場面， 

相手などにふさわしい 

言葉を考えさせる。 

 

［思・判・表］① 

・ここでは，紹介す

る言葉やその言葉

に関するエピソー

ドを，目的や場

面，相手などを考

えて整理している

かを確認する。（ノ

ート） 

目的や場面を考え，スピーチの内容を検討して，友達に紹介する言葉を決めよう。 

・題材の目標（指導事項）との整合性に留意し，本時では更に，身

に付けさせたい力として具体化，焦点化する。 

早い段階で，学習のねらいを

具体的に示す。その際，活動

のみの確認にならないように

注意する。 

・「発問と指示」の文言をよく吟味

する。 

・「予想される生徒の反応」は可能

な限り，数多く想定しておく。 
４ 題材の評価規準

を各時間の学習に合

わせて更に具体的に

記述する。 
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３ スピーチの目的や場面，相手 

などにふさわしい言葉を決め， 

構想メモを書く。 

 

 

３ 紹介しようとする言葉に関す 

るエピソードなど，目的や場 

面，相手などにふさわしい言葉 

を決め，スピーチの構想メモを 

書かせる。 

 

（３） 評価 

※生徒の学習改善や教師の指導改善につなげる。 

 

（４） 板書計画 

    

 

 

 

（５） その他 

   

 

本時の評価規準 
 

 

 

（例）・紹介する言葉やその言葉に関するエピソードを，目的や場面，相手などを考えて整

理し，紹介する言葉を決めている。                                

「十分満足できる」 

と判断される生徒の 

状況 

 

 

 

（例）・紹介する言葉やその言葉に関するエピソードを，目的や場面，相手などを考えて整

理することを通して新たな言葉を見付け，別の言葉も書き加えるなどして紹介する

言葉を決めている。 

「努力を要する」 

状況と判断される 

生徒への手立て 

 

 

（例）・言葉との出会いや,意味,成り立ち等を考えさせ，紹介したい言葉を選ばせる。                              

・「おおむね満足できる」具体的な状況を記述し，文末は「～している」とする。 

・「６ 指導と評価の計画」を踏まえ，本時のねらいに即した評価規準が入る。

その状況を実現した生徒がＢ評価となる。 

・Ｂの状況を実現している者のうち，内容に高まりや広がり，深まりが見られる

生徒がＡとなるため，Ａと判断される状況は一様ではない。 

・Ｂの状況を実現するための指導や支援の具体的な手立てを記述する。 

・本時のめあてや学習の手掛かり，生徒の学びの軌跡など，生徒の学習の助けとなるように内容を 

精選し構造化する。 

・座席表，ワークシート，授業に関連するものがあるときは添付する。 


